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特
別
障
害
者
手
当
は
、
精

神
や
身
体
に
著
し
く
重
い

障
害
が
あ
り
常
時
特
別
な

介
護
が
必
要
な
人
（
在
宅

で
２
０
歳
以
上
。
所
得
制

限
あ
り
）
に
月
２
万
７
３
５

０
円
を
支
給
す
る
国
の
制

度
で
す
。
障
害
者
手
帳
が
な
く
て
も

要
介
護
４
・
５
の
高
齢
者
の

該
当
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

【
上
田
市
議
】
私
が
会
っ
た
ご
家
族
は
、
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
の

に
、
特
別
障
害
者
手
当
を
知
ら
な
か
っ
た
。
条
件
の
あ
る
人
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
市
と
し
て
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
。 

【
民
生
部
長
】
市
の
広
報
に
載
せ
る
な
ど
、
広
く
市
民
に
周
知
で

き
る
よ
う
努
め
た
い 

 
 

 

【
上
田
市
議
】
障
害
者
作
業
所
へ
の
通
勤
に
メ
ル
バ
ス
を
利
用

し
て
い
た
人
や
そ
の
家
族
か
ら
、
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
「
チ
ョ

イ
ソ
コ
お
や
べ
」
に
な
る
と
運
賃
が
大
幅
に
増
え
る
、
改
善
し
て
ほ

し
い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
９
時
台
の
出
勤
時
、
１
６
時
台

の
退
勤
時
に
メ
ル
バ
ス
は
運
行
さ
れ
な
い
の
で
、
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
お

や
べ
」
し
か
な
い
。
と
こ
ろ
が
メ
ル
バ
ス
の
運
賃
（
月
５
０
０
円
）

が
、
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
お
や
べ
」
で
は
１
日
往
復
で
４
０
０
円
、
月
２
０

日
で
８
０
０
０
円
に
な
る
。
１
か
月
の
給
料
が
１
万
円
前
後
の
人

も
あ
り
、
給
料
の
大
部
分
が
通
勤
費
に
消
え
る
。 

障
害
者
に
と
っ
て
作
業
所
は
、
人
と
つ
な
が
り
、
生
活
の
リ
ズ

ム
を
作
り
、
仕
事
を
す
る
生
き
が
い
を
持
つ
た
め
の
大
切
な
日
常

で
あ
る
。
こ
の
機
会
が
減
っ
た
ら
、
ひ
き
こ
も
り
に
も
つ
な
が
る
可

能
性
が
あ
る
。 

【民
生
部
長
】
本
市
で
は
、
障
害
者
の
通
所
経
費
の
２
分
の
１

（上
限
額
２
万
円
／
年
）を
補
助
し
て
い
る
が
、
自
己
負
担
額
の

増
加
に
よ
り
通
所
意
欲
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
利
便
性
向

上
も
考
慮
し
つ
つ
、
よ
り
よ
い
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
い
。 

（上
田
市
議
の
質
問
の
続
き
は
二
面
に
） 

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
「
チ
ョ
イ
ソ
コ

お
や
べ
」
を
利
用
す
る
人
は
事
前
に
市
に

登
録
す
る
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
登
録

に
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
や

７
５
歳
以
上
の
人
は
、
自
宅
を
停
留
所

と
し
て
無
料
で
登
録
で
き
ま
す
。
一
時
間

前
に
電
話
予
約
す
れ
ば
乗
車
で
き
ま
す
。 

「
チ
ョ
イ
ソ
コ
お
や
べ
」
を
利
用
し
た
７

５
歳
以
上
の
市
民
か
ら
、
「家
ま
で
来
て
も

ら
え
る
の
で
、
通
院
な
ど
に
便
利
で
と
て

も
助
か
っ
て
い
る
。
往
復
４
０
０
円
（
後

期
高
齢
者
等
の
場
合
、
一
般
の
人
は
１

乗
車
４
０
０
円
）
で
行
け
る
の
も
良
い
。
し

か
し
行
先
は
停
留
所
に
限
ら
れ
て
い
る
の

で
、
小
矢
部
郵
便
局
に
も
停
留
所
を
作
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
し
た
。
上

田
市
議
の
全
員
協
議
会(

５
月
２
２
日)

質
問
に
、
生
活
環
境
課
長
は
「
小
矢
部
郵

便
局
に
も
事
業
所
停
留
所
の
要
望
調
査

を
し
て
い
る
」と
答
え
ま
し
た
。 

４
月
か
ら
市
の
「
補
聴
器
購
入
費
補

助
」
制
度
が
、
拡
充
（
所
得
制
限
撤
廃
・
２

万
円
だ
っ
た
補
助
額
を
３
万
円
に
ア
ッ
プ
）

さ
れ
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
今
年
度
は
現
在
の

と
こ
ろ
補
助
申
請
者
が
２
４
件
で
す
。
昨

年
１
年
間
の
交
付
実
績
が
４
名
で
し
た
の

で
、
格
段
の
利
用
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

上
田
市
議
は
６
月
議
会
全
員
協
議
会

で
予
算
の
拡
充
を
求
め
、
健
康
福
祉
課
長

は
「
高
齢
者
に
と
っ
て
大
事
な
助
成
な
の

で
、
今
後
予
算
の
補
正
を
検
討
」と
答
え
ま

し
た
。 

２
０
２
３
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大

行
進
が
６
月
９
日
、
１
０
日
、
小
矢
部
市
内

で
核
兵
器
禁
止
を
訴
え
ま
し
た
。 

９
日
は
、
広
島
ま
で
歩
き
続
け
る
「
通
し

行
進
者
」
山
内
金
久
さ
ん
を
囲
ん
で
、
南
砺

市
安
居
、
藪
波
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
経

て
、
石
動
市
街
地
に
到
着
し
ま
し
た
。
市
役

所
玄
関
で
は
、
桜
井
市
長
（
代
理
）
、
義
浦

議
長
（代
理
）が
出
迎
え
、
市
長
、
議
長
か
ら

の
「
核
兵
器
禁
止
を
求
め
る
ペ
ナ
ン
ト
」
を

託
し
ま
し
た
。 

１
０
日
は
、
高
校
生
も
参
加
し
、
市
役

所
か
ら
、
商
工
会
館
前
ま
で
「
今
す
ぐ
核
兵

器
の
廃
絶
を
」
「
戦
争
で
は
な
く
平
和
の
準

備
を
」
の
２
本
の
横
断
幕
を
掲
げ
て
行
進
。

倶
利
伽
羅
峠
で
石
川
県
行
進
団
に
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。 

 

利
用
希
望
者
は
事
前
に
登
録
を 

申
請
者 

大
幅
増 

 

市 
｢

予
算
の
補
正
を
検
討｣

 

チョイソコおやべ 高齢者補聴器購入助成 

知られていない特別障害者手当 

２０２３年 

６月議会で質問する

上田市議=６月23日 

石
動
駅
前
商
店
街
で
ア
ピ
ー
ル
す
る

平
和
行
進
団
＝  

６
月
９
日 

上
田
由
美
子
市
議
の
一
般
質
問 

６
月
議
会 

 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
２
年
間
滞
在
し
、

二
人
の
子
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
小
学

校
と
中
学
校
で
育
て
た
方
の
話
を

聞
い
た
▼
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
い
う
国
際

機
関
の
学
力
調
査
で
、
子
ど
も
の
学
力

世
界
１
位
を
誇
る
こ
と
で
有
名
な
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
。
国
際
的
に
も
そ
の
教
育
内
容
や

方
法
が
注
目
を
浴
び
、
テ
レ
ビ
で
も
放

映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
人
口
５
０

０
万
人
台
の
国
で
、
「一
人
ひ
と
り
の
国

民
を
大
事
な
国
の
構
成
員
と
し
て
育
て

て
い
き
た
い
」と
い
う
教
育
相
の
熱
い
主

張
が
印
象
に
残
っ
た
▼
移
民
だ
ろ
う
が

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
だ
ろ
う
が
、
ど
の
子
も

教
科
書
も
教
材
費
も
給
食
費
も
す
べ
て

無
料
。
２
０
人
ほ
ど
の
ク
ラ
ス
に
担
任
が

二
人
、
実
質
１
０
人
の
ク
ラ
ス
に
補
助
の

先
生
も
つ
く
と
い
う
徹
底
し
た
少
人
数

学
級
で
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
実
態
に

合
わ
せ
た
学
習
が
行
わ
れ
る
。
６
歳
の
我

が
子
が｢

自
分
で
決
め
る
か
ら
、
お
母
さ

ん
決
め
な
い
で｣

と
主
張
し
た
と
い
う
。

子
ど
も
の
権
利
尊
重
教
育
の
成
果
で
あ

ろ
う
▼
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
競
争
な
し
、

ジ
ャ
ッ
ジ
（評
価
）な
し
、
宿
題
な
し
で
、

で
も
結
果
と
し
て
国
際
的
な
評
価
で
は

学
力
１
位
を
獲
得
し
て
い
る
。
ひ
る
が

え
っ
て
日
本
で
は
学
校
の
統
廃
合
が
叫

ば
れ
、
小
規
模
校
で
は
競
争
心
が
な
く

て
子
ど
も
が
育
た
な
い
と
い
う
論
が
聞

か
れ
る
。
社
会
全
体
の
『競
争
社
会
』を

反
映
し
て
、
日
本
で
は
教
育
＝
競
争
で

あ
り
、
児
童
生
徒
数
は
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
に
、
不
登
校
数
は
２
４
万
人
（
昨
年

小
中
）と
毎
年
実
数
が
増
え
て
い
る
。

「ど
う
し
て
競
争
が
必
要
な
の
？
」と
い

う
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
の
素
朴
な
疑
問
と
真

逆
だ
▼
子
ど
も
が
自
ら
の
生
き
方
を
考

え
、
決
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
ひ
と
り
の
主

権
者
と
し
て
大
事
に
育
て
る
こ
と
の
根

本
が
問
い
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 


